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2024年問題を解決する「研磨（ポリッシュ）仕上げ」
土間コンクリートを残業して仕上げる時代は終わった — モノリスコーポレーション株式会社
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REPORT

また、長時間労働を回避するために、従来工
法であるコンクリートの一発仕上げではなく、
機械化によるクリーンな研磨・ポリッシュコン
クリート仕上げを提案している。
何が研磨・ポリッシュ工法の推進を止めてい
るのか？
欧米では主流となっている研磨・ポリッシュ工
法であるが、日本の建設業界はまだまだ消極
的だ。何がその推進を止めているのだろうか。
日本の中にいて、欧米では主流だと叫んでみ
たところで仕方がないのだろうか。そこで私た
ちは世界最高峰の研磨機メーカーHusqvarna
社の、ベルギーにあるSUPERFLOOR ACADEMY
を訪ねた。フロアーソリューション部門のスペ
シャリストと直接意見を交わすことの成果は
大きかった。日本の工事現場にありがちな身
体と時間を酷使することにメリットは無いが、
日本の職人のきめ細やかな感性は欧米に比
べても秀逸であった。

建設業界の未来のあり方
私たち建設業界において、あらためて研磨・
ポリッシュ工法の合理性が認められることで、
職人が疲弊することなく、職人の感性を活か
せる環境作りが推進される。2024年問題は、
問題なのではなく、建設業界の未来のあり方
である。
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◀詳しくはコチラから

2024年問題は解決できたのか？
2024年問題と提議され、メディアでも騒が
れ、とうとう2024年が到来。さて、建設業
界において2024年問題は解決できたのか？
超がつくほどの人手不足の建設業界で、はっ
きり言って抜本的解決策など何も出てきてい
ないのが現状である。
長時間労働を回避するために
当社ではいち早くこの問題に取り組み、人手
不足を補うための積極的な外国人採用によ
り、職人の高齢化という問題を解決してきた。

▼ベルギー　Husqvarna社 SUPERFLOOR ACADEMY
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